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日本は高齢化と少子化・負担の増大
及び不安定な社会を迎えている。

この現状の対策として、

『カジノ保養システム』が考えられた。



このシステムは、主に２つの概念を取り

入れ、日本的なアレンジを考えている。

イギリス 社会精神医学　「治療共同社会」

ドイツ 温泉保養医学　「クワオルト」







これらの概念を取り入れた街造りと、

健康増進社会造りであり、根底には

芸術・美術・哲学の思想が流れている。

このシステムの財政的下支えにカジノ

収益の活用を求めるものである。

モデルとして、ドイツのバーデン・バー

デンを思い浮かべている。









　この社会がもたらすものは、

１）介護老人比率の低下　　健康老人比率の向上
２）生活習慣病者の減少　　保険費の低下
３）青少年の心身の健康度の向上
４）街の活性化と芸術化
５）生きがいの発見

　　
　　　

一言で言うと 『ウェルネス社会』の出現



　医科学的な原則に立ちながら、
　代替・相補療法を行う。　
　
　１次予防・２次予防を重視する
　積極的健康づくり。
　
　Ａｎｔｉａｇｉｎｇ、 介護予防
　自由診療、 自己負担
　　　　　　　　　　　
　　　　北海道大学名誉教授・阿岸祐幸
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